	第4回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　報告者 ：松村　裕美　　石橋　菜摘

	講義内容：災害時の施設での対応
講師：根城分遣署　署長 下斗米　欣也様

	日　　時：平成29年9月5（火）6日（水）17：30～

	場　　所：メンタルケア病棟4F 千葉メモリアルホール

	内　　容

1・DVD「東日本大震災にみる災害対応の課題」

2・近い将来、大きな地震はある？
3・周囲の状況・立地等から「青南病院」で予想される被害・影響は？

4・どのような対応が出来る？

地震発生前・発生後

5・防災力向上への考え方

アンケート結果　

・参加対象者　             　131名

・業務扱い者　　　　　　　 　　7名

・当日参加者　　　　　　　　　64名  

・アンケート提出者　　　　  　64名  （回収率100％）

・参加率（当日参加者）　　　 48.8％  （当日参加者÷参加対象者）
・参加率（当日・業務者含め） 54.1％ {(当日参加者+業務扱い者)÷参加対象者}
1.今回の研修内容について（複数回答あり）

・分かりやすかった･･･50名

・楽しかった･････････0名

・難しかった････････5名

・つまらなかった･････2名

・未記入･････････････7名

2.感想　

· 災害を経験したことがあるので、あの時の事を忘れずいつ起きてもいいように自分で出来る対応は行っていきたいです。

· 「想定にとらわれすぎた」は自分に当てはまると思いました。

· 災害緊急時の対応について、院内の構造・特徴を把握しておく必要がある。

· 聞き取り難しかった。

· 音声が聞き取れませんでした。

· 東日本大震災が起きてからしばらく立ち、防災意識が自分の中で少し薄れてきたため再度意識するようにしようと思った。

· 災害時は想定外のことも起きると考え対応していく。

· 「想定外」という言葉を使って、責任を逃れているのではなく、自らが想定する力を身につけることが、災害時の対応力向上に繋がると感じた。

· ビデオの声が聞き取りにくかったが、防災は常に意識しながら仕事をしていこうと思った。

· 災害のために備えるということの大切さを学ぶことができました。

3.改善点　

· 講師派遣依頼を根城分遣署宛てに作成していたが、今後は八戸消防署宛てに作成して欲しいと話があった為、改善していく

· ビデオ研修での講師の声が聞き取れないとの話があり、音声については検討が必要
4.考察　

消防職員様を招いたと言うこともあり実際に災害が起きた際にはどういった行動をすればよいかが大変分かり易かった。今回は病院職員として行える対応・備えについて重点を置いた講演を依頼し、災害への準備や普段から気をつけるべき点について聴講できた事で普段の業務へも生かすことが出来る内容となった。2日目は講師都合によりビデオでの研修となったが、講師の声が聞き取れないとの意見が多かった事から、ビデオ撮影時の音声については検討が必要。今後は、ＤＶＤ使用時には病院での避難の実際を捉えた内容を依頼することで、更に災害への意識を高める事が出来ると考える。




